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令和６年度 決算を認定令和６年度 決算を認定～決算特別委員会で延べ１５４問の質疑～～決算特別委員会で延べ１５４問の質疑～

歳 出

　一般会計・特別会計・事業会計の決算認定議案が村より提出され、決算特別委員会での
審査後、本会議においてすべての会計を認定しました。

歳 入

問　一般寄付金が予算 75 万円に対して補正で 220
万 9,000 円増加、指定寄附金が予算 835 万円に
対して、補正で 308 万 5,000 円増加しているが、
その増加理由は。

答　ふるさと納税の増額が主な要因。ふるさと納
税の推進業務を外部に委託して取り組んだ。返
礼品の拡充と、山岳耐久レースの優先出場が可
能という特典があり、また、ポータルサイトを
増やした。こちらが主な増加の要因と担当では
考えている。

問　充当先の事業と今後の見通しは。
答　修景地整備委託料、東京都森林経営管理制度
協議会負担金、森林クラウドシステム使用料、「多
摩の森」活性化プロジェクト推進協議会負担金
に充当している。今後の見通しは、引き続き森
林整備に全額充当していくような予定となって
いる。

問　事業の概要と成果は。
答　前年度に続き、MIRAI INSTITUTE 株式会社に社員
を笹平地区のVillage Hinoharaのサテライトオフィ
スへ派遣していただいている。この会社は都心で
サテライトオフィスを運営しているので、そのノ
ウハウや知見を檜原村の地域活性化に繋げている。

問　内容について説明を。
答　令和６年度より藤倉地区のデマンドバスが廃止
となり、この支援業務はそれに代わる代替移動支
援事業である。接続するバスの時間に合わせて設
定しており、定時で運行する便と予約でのみ運行
する便がある（ハイブリッド方式で運行）。

問　段ボールベッドを 30 個購入。予算特別委員会で
は100個購入予定との答弁だった。減量の要因は？

答　単価が１万円を若干超えるものになり予算内で
購入できる限度が 30個だった。実際段ボールベッ
ドはかさばり、それ以外にも間仕切りやテントな
どもあり、避難所に必要な備品の保管場所等考え
なくてはならない。もう一度避難所の備品につい
て検討し直したいと考えている。

質疑を Pick UP 村の決算書はこちらから→

一般寄付金、指定寄付金
森林環境譲与税

地域活性化企業人負担金
高齢者世帯等外出支援業務委託料

避難所用備品購入費

ふるさと納税増額の要因は？森林環境譲与税、
どうなっているの？

「地域活性化企業人」って何？
とても大事な移動手段

快適な避難所運営のために

問　AED が樋里地区に設置されていない。藤倉地区
も小林家住宅にはあるが、集落から離れている。
この点について何か検討されていないか。

答　樋里地区、藤倉地区で、村のコミュニティセン
ター等に AED を設置する予定があり、その予算も
計上されている。まだ現時点では設置されていな
いが、今年度中に設置予定。屋内に職員がいなく
ても使えるような外付けの AED を設置する予定。

AED賃借料

今年度中に
樋里、藤倉で新設予定
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問　伐採した場所は？
答　令和６年度は東部地区が 17本、南部地区が９本、
北部地区が 54本の計 80本を伐採。伐採をした後、
こちらの地区に出没していたクマについては現れ
なくなっているので、今のところは一定の効果が
あったと考える。令和7年度は95本伐採する予定。

問　内容について説明を。
答　昭和 56年に発行された檜原村史の書籍版をデジ
タル化（PDF）した。文字検索ができることが大
きな利点で、現状は主に教育課と産業環境課でそ
のデータを持ってもっており、主に観光客、メディ
ア関係者の問い合わせ対応に使用している。

　一般公開や販売をする予定はないが、小中学校の
学習への活用については検討していきたい。

問　調査結果について説明を。
答　調査結果では村内５地区に新規のトイレの整備
が必要となった。順次対応していこうと考えてい
る。

問　あと何年くらいかかるのか？
答　現在、東側から順次、住宅地を中心に行ってい
るが、民地の境界ということもあり、問題が発生
している。問題があるところは保留にして、順次
西側に進めており、令和６年度は吉祥寺、秋川消
防署檜原出張所のところまでの工程を終了してい
る。長期的な計画もなかなか立てられないという
ところでは、村のほうとしても粛々と地籍調査を
進めていきたい。

問　調査内容とその結果は？
答　湯久保地区の簡易給水施設について、現状を把
握するための現地調査を実施。原水の水質検査、
概略の各整備案を５つ作成した。今後、整備計画
等の再構築に活用していく。

問　内容について説明を。
答　「来園者への接遇や接客マナーについて」という
テーマで、元全日空の客室乗務員の方に講師を依
頼した。参加者同士で実践形式を交え、挨拶の仕
方や全体的な接遇についての研修を行った。

放任果樹等伐採業務委託料

檜原村史デジタル化作業委託料

檜原村内公衆トイレ調査業務委託料

地籍調査業務委託料

湯久保地区水道施設整備等調査委託料

接遇研修委託料

紙をデジタルへ！未来に繋ぐ村史！

クマ対策として放任果樹を伐採 トイレ、新設するの？

村内の地籍調査を進めています

簡易給水施設を調査

都民の森の接遇研修って何？

伐採前伐採前

伐採後伐採後

接遇や接客マナーの基本を学ぶ職員
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令和７年第３回定例会で 
審議された議案と議決結果

議長　野村　雅巳　　○＝賛成　×＝反対

区分 議　　案　　名

1 2 3 5 6 7 8

議
決
結
果

松
岡　

賢
二

山
嵜　

源
重

嶋
﨑
佐
有
理

田
中　

惣
一

青
木　

亮
輔

中
村　

賢
次

峰
岸　
　

茂

決　
　

算

第37号 令和６年度檜原村一般会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

第 38号 令和６年度檜原村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

第 39号 令和６年度檜原村東京都都民の森管理運営事業特別会計歳入歳
出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

第 40号 令和６年度檜原村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい
て ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

第 41号 令和６年度檜原村介護サービス事業特別会計歳入歳出決算の認
定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

第 42号 令和６年度檜原村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

第 43号 令和６年度檜原村簡易水道事業会計歳入歳出決算の認定につい
て ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

第 44号 令和６年度檜原村下水道事業会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

条
例

第 45号 檜原村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 46号 檜原村子どもの医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 47号 檜原村高校生等の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条
例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 48号 檜原村育英資金貸付基金条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

人事 第 49号 檜原村教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　意

補
正
予
算

第50号 令和７年度檜原村一般会計補正予算（第２次） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第51号 令和７年度檜原村国民健康保険特別会計補正予算
（事業勘定第１次）（診療施設勘定第１次） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第52号 令和７年度檜原村東京都都民の森管理運営事業特別会計
補正予算（第１次） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第53号 令和７年度檜原村介護保険特別会計補正予算（第２次） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第54号 令和７年度檜原村介護サービス事業特別会計補正予算（第１次） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第55号 令和７年度檜原村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１次） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第56号 令和７年度檜原村簡易水道事業会計補正予算（第２次） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第57号 令和７年度檜原村下水道事業会計補正予算（第１次） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

陳
情 第2号 「建築物石綿含有建材事前調査・除去費用の国民への周知と

国民負担軽減措置を求める国への意見書」の提出を求める陳情書 ○ × × × × × × 不採択

議　　員　　名

議席番号

Pick UP！

Pick UP！
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Pick UP

補正予算質疑を Pick UP

問　どういった企業、どういった事業に対して
の補助を見込んでいるのか。

答　下元郷地区の建物で、建物を一棟貸しの宿
泊施設に改修するということで、本年度、指
定事業者の認定を行っている。早ければこの
後、補正予算を認めていただいた後に申請が
出てくると思われる。今年中に改修工事をし
て、来年早々には供用を開始したいと指定事
業者から聞いている。

村に新たな誘致企業が

企（起）業誘致優遇制度補助金

増

歳出

橋の強度、工事の優先順位は？

とうげん橋耐震補強設計業務委託料
問　現在の橋梁では地震等に耐えられないのか。また、村は橋梁の維
持補修について優先度の高いとうげん橋、小沢橋を先行し補修を実
施したいとのことだが、橋梁の塗装などの補修工事は耐震補強工事
と並行して行う予定か。また、これらの工事は令和 8年度の当初予
算に計上される予定か。

答　とうげん橋は過去の耐震基準は満たしているものの、現在の最新
の耐震基準を満たしていない状況。先般の石川県能登半島地震など
を受け、国の新たな基準が示されたので、今回、耐震補強設計業務
委託を予算計上した。橋梁の塗装補修は耐震補強工事と同時期に実
施したいと考えている。今回の耐震補強設計業務委託を令和 7年度、
8年度の 2か年で債務負担行為として実施する予定。

新

放任果樹の伐採をさらに推進！

放任果樹等伐採業務委託料

増

問　内容とスケジュールは？
答　令和 6年度に伐り残した放任果樹の案件があり、柿と栗 95 本を今年度全て伐採する予定で増額し
ている。人力で行えるものが 86本と、機械で伐採するものを 9本予定している。

耐震補強工事が耐震補強工事が
予定されているとうげん橋予定されているとうげん橋

問　場所はどこで、ど
のような設計か？

答　四季の里の建て替
えを考えている。基
本設計、測量、地質
調査を行う予定。具
体的な内容は、現在
のところ木造 4階建ての中層建築の建物を想
定しており、その中には特産品販売や飲食店の
スペース等を設置していきたい。詳細について
はこの基本設計で示された後に報告する予定。

四季の里を
木造４階建てに建て替え！

観光施設基本設計業務委託料

新

現在の四季の里現在の四季の里
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Pick UP

都道沿いの伐採の今後は？

修景地整備委託料

増

問　内容について伺いたい。
答　今後 7件の案件と、ナラ枯れ伐採を含む新
規案件を見込み計上している。主な整備箇所
と規模については、千足地区都道対岸の針葉
樹伐採事業を約 5,000 ㎡、第一石産運輸付近
の針葉樹伐採事業を約 4,700 ㎡、計画してい
る。なお、危険と思われるナラ枯れ等を発見
した場合は、随時この中で伐採していこうと
考えている。

直すのはどこの水利道？

水利道補修工事
問　内容について伺いたい。
答　場所については、柏木野地区やまぶき屋付
近の水利道。全長 36 ｍの水利道で川側の 12
ｍについては既に舗装工事が施工されてい
る。幅員 1.4 ｍの中に、両側にスロープ、真
ん中が階段というタイプの舗装になっている
が、未施工となっている残りの 24ｍについて、
追加で同じような施工方法をもって行う。

新

税金をもっと納めやすく！

eL-QR公金収納対応システム更改委託料
問　内容について伺いたい。
答　現在、村の税金の納付書には、地方税共通
納税システムによる収納用の２次元バーコー
ドがついており、それを利用した税金の納付
が可能となっている。

　利用できる項目の拡大に向けて、収納システ
ムを改修するものである。

新

ごみの一時
ストックヤードはどこに？

ごみ一時保管場所建設工事
問　内容について伺いたい。
答　場所は「めるか檜原」の事務所下に設置す
る計画をしている。現在も簡易な建物で、ご
みの一時のストックヤードとして利用してい
る場所はあるが、今年度から油回収等も始め
たので、流失等を防ぐためにしっかりとした
建物で一時的に保管したいと考えている。木
造平屋建て約 44 ㎡の建物を建設する予定で
ある。

新

問　取り組み内容と効果は？
答　サル対策として農作物獣害防止対策補助金
が電気柵の設置に対する補助金になっており、
現在 5名申請で、15 名を見込んでいる。6月
の補正予算において大型檻を予算計上してい
るので、9月中に具体的な川乗群の捕獲に対す
る協議を行い、10月以降に川乗群の対策を実
施したい。

　また、クマが出没した際の電気柵、その他消
耗品、また、万が一住宅に入った場合の避難
者等への支援経費という形でも計上している。

サルとクマの
対策を強化する！

有害鳥獣対策費

増

問　内容を伺いたい。
答　村に寄付された土地と建物を解体する。工期
は年度末の令和8年 3月いっぱいを予定。場所
は神戸国際マス釣場の上流。使い道はマス釣場
の駐車場として使用する予定で考えている。

マス釣場の駐車場を拡幅！？

神戸地区空家解体工事費

新
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委員会報告

条例審議

令和７年９月４日に開催し１件の所管事務調査を行い、村より説明を受けました。
� 総務委員長　中村　賢次

陳情第２号
「建築物石綿含有建材事前調査・除去費用の国民への周知と国民負担軽減措置を求める
国への意見書」提出を求める陳情書を審査するため、９月５日に委員会を開催し審査しました。
� 産業建設委員長　山嵜　源重

高齢者等ＩＣＴ見守り事業について

委員から出た意見

　事業の内容は日常の安否確認が困難な一人暮らしの高齢者や障害をお持ちの方が、ICTを活用した見守り
サービスを導入し、住み慣れた地域の中で安全・安心に過ごせることを目的としています。そしてこの事業
を実施するにあたり、宅配業者のヤマト運輸（クロネコヤマト）さんにご協力をいただき、日々の安否が確認
できるというものです。
　詳しい内容やお申し込みは檜原村役場福祉けんこう課福祉係までお問い合わせください。（利用料金は０円）
※ICTとは、デジタル化された情報を、インターネットなどの通信を利用して伝達する技術のこと。

【反対】
○地方議会としての意見発信には一定の意義はあると思いますが、制度設計や財源の確保は国の専権事項である
ため、本村として独自に意見書を提出する必要性は低いと考えます。

○	広域的な連携や関係団体を通じた要望の方が、政策的に効果が高いと考えられます。本村単独での発信は、
趣旨の重要性を否定するものではありませんが、より適切な場での議論を見守るのが望ましい。

○	地域住民の安全対策は必要と考えるが、国や東京都、市町村の役割分担なども不明確である状況から現段階
では、今回の意見書提出については時期尚早である。

【賛成】
○	国の方でも何らかの検討はしていると思われる。そのために必要な現場の声や地域自治体の声を検討材料とし
て、後押しとして届ける意味でも、今回の陳情を採択することに異議があるのではないかと考える。

などの意見が委員からありました。
挙手による採決の結果、挙手多数とにより「不採択とすべきもの」と決しました。

産業建設委員会

総務委員会

　償還猶予の期間が 20 年を経過し、引き続き檜原村に住所を有している場合には、償還する金額を全
額免除する規定に、償還猶予の期間が 10 年を経過し、引き続き村に住所を有している場合には、償還
する金額の２分の１を免除する規定を追加するもの。奨学生や今後の貸付希望者の負担軽減につなが
るよう改正するもので、令和８年４月１日から施行予定。

檜原村育英資金貸付基金条例の一部を改正する条例

議案第４８号

奨学生の負担軽減に向けて！
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常任委員会視察報告

視て・聞いて・感じてきました！

宮
みや

城
ぎ

県
けん

牡
お

鹿
じか

郡
ぐん

女
おな

川
がわ

町
ちょう

　2011 年３月 11 日に発生した東日本大震災において、女川町は津波の影響で壊滅的な被害を受
けた街です。東日本大震災前から人口減少は続いていたそうですが、震災前には約 9,000 人いた
人口が、震災後はさらに減り続け、現在は 5,750 人です。

　女川町役場では、将来的な更なる人口減少に合わせ公共施設を街の中心部に集約化し、行政サー
ビスを効率化する、新しいまちづくりに取り組んでいるそうです。
　そして、無理に人口を増やすのではなく、町内外の人々が女川町で活動ができるように活動人
口を増やすことに力を入れているとのことでした。
　人口減少という同様の課題を抱えた当村において、知見と希望が広がるお話でした。
　復興を通してパワフルな行動力としなやかな発想力を備えた女川町に、檜原村発展のヒントを
いただけた貴重な視察となりました！

街のシンボル
女川町駅舎

現在の穏やかで
美しい女川港

庁舎での視察研修

丁寧な質疑応答
に感謝！

震災遺構として保存された
旧女川交番

温泉施設
『upo po（ゆぽっぽ）』

が併設

駅前には道の駅と
複合施設

『シーパルピア女川』

女川町観光協会の
ガイドさんの案内で

まち歩きに参加
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第５回

ひのはらトップランナー
～一人一人、みんなトップランナー～

カラオケ友の会

取材へのご協力、ありがとうございました。

発足は平成 22年頃。約20名くらいの会員さんからなる組織です。今回は、いつものカラオケ会にお邪魔して、
カラオケ友の会発足の経緯やカラオケの魅力などのお話をお伺いしました。

Ｑ．どのような経緯ではじまり、どんな方がいらっしゃるのですか？
Ａ．元々はシルバー人材センターの会員の中で、カラオケ好きなメン
バーが集まって発足しました。

	 今はシルバーに限らず会員は約20名で、40代から80代まで幅広
く参加しています。

	 会費もないから会計もいないし、役職等もないので、気楽に参加
できるところが良いところです。

Ｑ．カラオケの魅力は？
Ａ．声を出すことがすべてに良いと思う！
　　健康にもいいし、ストレス解消にもいい。
　　普段いっぱい声を出すことってないよね！

Ｑ．どのような活動をされているのですか？
Ａ．毎月最低1回福祉センター和室で開催
しています。

	 普段集まるのは10人くらいです。18
時頃に三々五々集まって、各自持ち寄っ
た食べ物などを分け合いながら、1時間
ほど他愛もない話をして過ごします。

    この他愛のない話をする時間がとても大切です。
    その後カラオケがはじまります。

Ｑ．新曲を覚えるときはどうしているんですか？
Ａ．自宅で 100回以上聞いて覚えています。新曲を覚えるのは
大変！

　　自分では上手いと思って歌っても笑われることもある。笑

Ｑ．特別な会もあるとか？
Ａ．暑気払いと忘年会の時は少し参加費を
取って、お弁当を出したりしていつも
とは少し違った特別感もあったり、数
年に1回位の頻度で日帰りカラオケ旅
行を開催することもあります。

Ｑ．「カラオケとは？」一言でいうと何ですか？
Ａ．純粋に楽しむこと！
　　ボケないためですね！
　　人生が豊かになる！
　　楽しんで覚えること！
　　楽しいから毎月集まってくる！

気
持
ち

よく歌っている野口猛さ
ん

選
曲
中

の幡野たき子さんと山崎
典子

さ
ん

選
曲
中

の幡野たき子さんと山崎
典子

さ
ん

笑

顔でカラオケを歌う平
塚傳

さ
ん笑

顔でカラオケを歌う平
塚傳

さ
ん

高橋薫さんと杉田末
次さ

ん高橋薫さんと杉田末
次さ

ん

♪
♬

♬
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一
般
質
問

問　

生
活
道
に
架
か
る
橋
梁
数
と

維
持
補
修
を
計
画
し
て
い
る
橋
梁

数
は
。

答　

村
道
73
橋
、
林
道
25
橋
、
農

道
２
橋
あ
り
、
補
修
が
必
要
な
優

先
度
の
高
い
橋
梁
は
村
道
の
10
橋

で
、
主
な
橋
梁
は
、
や
す
ら
ぎ
の

里
へ
通
ず
る
と
う
げ
ん
橋
と
、
お

も
ち
ゃ
美
術
館
手
前
の
小
沢
橋
な

ど
で
あ
る
。

問　

残
り
の
８
橋
と
は
ど
こ
の
地

域
に
架
か
る
橋
梁
で
橋
梁
名
は
。

答　

８
橋
に
つ
い
て
、
優
先
順
位

で
申
し
上
げ
ま
す
と
、
神
戸
地
区

の
清
水
橋
、
下
神
戸
橋
、
大
沢
地

区
の
大
和
沢
線
無
名
橋
、
数
馬
地

区
の
沢
屋
敷
橋
、
藤
倉
地
区
の
又

土
橋
、上
元
郷
地
区
の
上
日
向
橋
、

神
戸
地
区
の
池
の
河
原
橋
、
人
里

地
区
の
人
里
橋
で
あ
る
。

問　

こ
の
10
橋
の
う
ち
、
と
う
げ

ん
橋
と
小
沢
橋
が
主
な
橋
梁
と
の

こ
と
な
の
で
、
こ
の
橋
梁
か
ら
補

修
工
事
を
先
行
し
て
い
た
だ
き
、

残
り
の
８
橋
梁
に
つ
い
て
も
可
及

的
速
や
か
に
実
施
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

答　

と
う
げ
ん
橋
、
小
沢
橋
を
先

行
し
、
そ
の
後
、
残
り
の
８
橋
に

つ
き
ま
し
て
も
、
順
次
補
修
を
実

施
し
て
い
き
た
い
。

優先度の高い橋梁は 10 橋、優先度の高い橋梁は 10 橋、
主な橋梁はとうげん橋、主な橋梁はとうげん橋、
小沢橋など小沢橋など

村が管理する橋梁の村が管理する橋梁の
維持補修について維持補修について

峰岸　茂　議員峰岸　茂　議員

一般質問登壇７人　村 政を問う

９月議会の一般質問は９月２日に行われました。内容は、要約して掲載しています。

動画はこちらから

問　

急
峻
な
地
形
と
森
林
に
囲
ま

れ
て
い
る
当
村
に
お
い
て
は
、
土

砂
災
害
リ
ス
ク
が
高
い
地
域
と
い

う
こ
と
は
住
民
の
多
く
も
自
覚
し

て
お
り
、
村
と
し
て
も
様
々
な
対

策
を
講
じ
て
い
る
。
そ
の
上
で
次

の
２
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
令
和
３
年
度
に
整
備
さ
れ
た

「
土
砂
災
害
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
の
住
民
へ
の
周
知
状
況
・
認

知
度
に
つ
い
て
。

②
平
成
29
年
４
月
に
東
京
都
が

行
っ
た
「
多
摩
地
域
の
土
砂
災
害

警
戒
区
域
等
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
特

区
を
活
用
し
た
実
証
実
験
」
の
結

果
に
つ
い
て
共
有
さ
れ
て
い
る
か
。

答　

①
一
定
程
度
は
認
知
さ
れ
て

い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
概

ね
５
年
毎
に
区
域
等
の
見
直
し
が

あ
る
の
で
、
変
更
が
あ
る
よ
う
で

あ
れ
ば
見
直
し
を
行
う
。
そ
の
時

点
で
再
度
全
戸
配
布
を
行
い
、
周

知
し
て
い
く
。

②
実
験
場
所
の
提
供
を
し
た
も
の

と
認
識
し
て
お
り
、
検
証
結
果
等

の
共
有
は
さ
れ
て
い
な
い
。

問　

①
更
新
時
に
お
い
て
、
地
域

住
民
の
意
見
や
情
報
を
盛
り
込
む

仕
組
み
が
で
き
な
い
か
。

②
災
害
対
策
に
積
極
的
に
ド
ロ
ー

ン
の
活
用
を
行
え
な
い
か
。

答　

①
次
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作

成
の
際
に
、
住
民
の
生
の
声
を
お

伺
い
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
考

え
て
い
き
た
い
。

②
民
間
事
業
者
と
の
連
携
を
視
野

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

住民の生の声を住民の生の声を
お伺いできるような仕組みをお伺いできるような仕組みを
考えていきたい考えていきたい

村内における村内における
土砂災害対策について土砂災害対策について

田中　惣一　議員田中　惣一　議員

動画はこちらから

補修が予定されている小沢橋
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一
般
質
問

問　

西
秋
川
衛
生
組
合
で
発
生
し
て
い

る
火
災
の
件
数
と
主
な
原
因
に
つ
い
て

村
の
認
識
と
見
解
は
。

答　

ボ
ヤ
の
件
数
は
、
直
近
３
年
間
を

見
る
と
、
令
和
４
年
度
10
件
、
令
和
５

年
度
19
件
、
令
和
６
年
度
25
件
と
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
、
主
な
原
因
と
し
て

は
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
使
用
す
る

製
品
が
正
し
く
分
別
さ
れ
ず
に
破
砕
処

理
ラ
イ
ン
に
混
入
し
発
火
し
た
も
の
で

あ
る
。

問　

２
０
２
４
年
12
月
に
は
、
茨
城
県

守
谷
市
の
ご
み
処
理
施
設
で
発
生
し
た

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
に
よ
る
火
災
に

よ
っ
て
、
復
旧
に
２
年
以
上
、
金
額
に

す
る
と
数
十
億
円
か
か
る
見
込
み
だ
そ

う
だ
。
村
と
し
て
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
関
連
の
ご
み
の
捨
て
方
、
危
険
性
が

分
か
る
チ
ラ
シ
を
作
成
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
ご
み
分
別
の
専
用
コ
ン
テ
ナ
設

置
や
、
役
場
な
ど
で
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス

の
設
置
な
ど
は
検
討
で
き
な
い
か
。

答　

ご
み
収
集
車
や
処
理
施
設
に
お
け

る
火
災
発
生
状
況
な
ど
の
現
状
を
さ
ら

に
周
知
し
、
住
民
の
意
識
を
高
め
て
い

き
た
い
。
２
０
２
６
年
４
月
に
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
の
回
収
と
リ
サ
イ
ク
ル

義
務
化
が
行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
国
の
動
向
等
を
注
視
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

問　

こ
れ
ま
で
の
来
館
者
数
の
推
移
と

檜
原
村
の
観
光
入
り
込
み
数
に
占
め
る

割
合
は
い
か
が
。

答　

令
和
４
年
度
が
４
万
１
８
８
人
、

令
和
５
年
度
が
４
万
１
，
２
３
９
人
、

令
和
６
年
度
が
４
万
６
，
６
２
１
人
と

な
っ
て
お
り
、年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

村
の
直
近
の
入
り
込
み
観
光
客
数
は
年

間
約
37
万
８
，
０
０
０
人
と
推
計
さ

れ
、
檜
原
森
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
来

館
者
数
の
占
め
る
割
合
は
約
12
・
３
％

と
な
っ
て
い
る
。

問　

現
在
、
美
術
館
の
入
館
料
は
大
人

１
，０
０
０
円
、子
供
７
０
０
円
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
金
額
は
条
例
で
決
め
ら

れ
て
い
る
た
め
、
運
営
団
体
が
社
会
状

況
に
応
じ
て
自
由
に
変
動
さ
せ
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
物
価
高
や
最
低
賃
金
の

上
昇
、
指
定
管
理
料
の
減
額
な
ど
の
状

況
を
考
え
る
と
運
営
団
体
が
社
会
状
況

に
合
わ
せ
て
自
由
な
発
想
で
変
動
さ
せ

ら
れ
る
よ
う
な
上
限
設
定
を
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

答　

現
在
の
物
価
高
騰
な
ど
目
ま
ぐ
る

し
く
変
動
す
る
社
会
情
勢
を
見
る
と
、

入
館
料
の
限
度
額
に
幅
を
持
た
せ
、
適

宜
、
指
定
管
理
者
が
適
正
な
料
金
改
正

を
行
え
る
体
制
は
必
要
。
早
急
に
指
定

管
理
者
の
意
見
を
含
め
、
庁
内
で
協
議

を
行
い
、
必
要
な
方
策
を
講
じ
る
。

住民に周知し、住民に周知し、
意識を高めていく意識を高めていく

リチウムイオン電池リチウムイオン電池
の分別についての分別について

青木　亮輔　議員青木　亮輔　議員

動画はこちらから

指
定
管
理
者
が
適
正
な
料
金
改
正
を
行
え
る
体
制
は
必
要

指
定
管
理
者
が
適
正
な
料
金
改
正
を
行
え
る
体
制
は
必
要

檜
原
森
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
運
営
に
つ
い
て

檜
原
森
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
運
営
に
つ
い
て

環境省のリチウムイオン電池に
関する注意喚起チラシ

檜原森のおもちゃ美術館の来館者は
檜原村の観光客の 12.3% となっている
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一
般
質
問

問　

国
民
全
体
で
山
林
整
備
の
重
要
性

が
重
要
視
さ
れ
始
め
て
い
る
。

檜
原
村
の
課
題
に
好
影
響
を
与
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
山
に
関
す
る

公
益
財
団
設
立
を
提
案
し
た
い
。

答　

山
に
関
す
る
公
益
財
団
の
設
立
に

つ
い
て
考
え
る
と
、
公
益
財
団
法
人
東

京
都
農
林
水
産
振
興
財
団
、
次
に
財
団

で
は
な
い
が
、
東
京
都
森
林
組
合
、
檜

原
村
木
材
産
業
協
同
組
合
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
関
係
機
関
と
協
力
し
、
現
時

点
で
は
公
益
財
団
設
立
の
必
要
性
は
感

じ
て
い
な
い
。

問  

山
林
を
産
業
の
場
と
し
て
捉
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
第
６
次
の
総
合
計

画
に
も
、
村
の
宝
と
も
い
え
る
森
林
の

あ
る
べ
き
姿
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。

答　

公
益
財
団
法
人
東
京
都
農
林
水
産

振
興
財
団
は
、
公
益
性
を
重
視
し
、
東

京
都
内
の
農
林
水
産
業
の
振
興
を
図
っ

て
お
り
、
そ
の
一
つ
と
し
て
山
、
森
林

に
関
す
る
事
業
を
推
し
進
め
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
そ
こ
に
市
町
村
、
森

林
組
合
等
の
森
林
関
係
の
事
業
者
が
連

携
す
る
こ
と
で
、
東
京
都
の
森
林
を

守
っ
て
い
く
と
い
う
流
れ
が
あ
る
も
の

と
理
解
し
て
い
る
。

問　

村
長
が
考
え
る
森
林
整
備
事
業
と

は
。

答　

こ
れ
か
ら
の
林
業
は
効
率
化
を
図

る
た
め
、機
械
化
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
機
械
を
動
か
し
集
材
す
る
の
に

も
林
道
整
備
が
必
要
。
こ
れ
か
ら
の
林

業
は
、再
生
可
能
な
好
循
環
で
、関
わ
っ

た
人
た
ち
に
収
益
を
も
た
ら
す
事
業
に

し
た
い
。

問　

昨
年
の
９
月
議
会
で
ナ
ラ
枯
れ
の

質
問
を
し
た
。
も
う
一
度
同
様
の
質
問

を
し
た
い
。

調
査
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
必
要
な

対
策
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

都
道
沿
道
の
伐
採
計
画
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。抜
本
的
な
防
除
方
法
は
な
い
の
か
。

ク
マ
等
の
被
害
を
想
定
し
て
い
る
の

か
。

答　

全
村
的
に
蔓
延
し
て
い
る
。
目
視

調
査
を
徹
底
し
、
生
活
に
支
障
を
来
す

と
想
定
さ
れ
る
ナ
ラ
の
木
は
、
随
時
、

伐
倒
処
理
。
登
山
道
は
、
目
視
調
査
を

継
続
的
に
実
施
、
こ
ち
ら
も

危
険
と
な
り
得
る
ナ
ラ
の
木

に
つ
い
て
は
、
随
時
伐
倒
処

理
し
て
い
る
。

都
道
沿
い
の
伐
採
計
画
に
い

て
は
、
村
も
東
京
都
も
計
画

を
策
定
し
て
い
な
い
。

ナ
ラ
枯
れ
の
防
除
方
法
は
、

伐
倒
駆
除
や
樹
幹
へ
の
薬
剤

注
入
及
び
ビ
ニ
ー
ル
被
覆
な
ど
が
あ

る
。
檜
原
村
の
よ
う
な
広
範
囲
に
山
林

が
広
ま
る
地
域
は
、
抜
本
的
な
防
除
対

策
は
難
し
い
。

高
齢
級
の
ナ
ラ
の
木
が
比
較
的
被
害
を

受
け
や
す
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
若
い

木
は
被
害
を
受
け
に
く
い
と
言
わ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
の
目
視
調
査
の
状
況

を
見
て
も
、
ナ
ラ
の
木
が
消
滅
し
て
し

ま
う
ほ
ど
の
被
害
は
見
受
け
ら
れ
な

い
。
現
在
の
と
こ
ろ
生
態
系
へ
の
大
き

な
影
響
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
引
き

続
き
状
況
を
注
視
し
て
い
く
。

必要性は感じていない必要性は感じていない

山に関する山に関する
公益財団設立を公益財団設立を

山嵜　源重　議員山嵜　源重　議員

動画はこちらから

生
態
系
へ
の
大
き
な
影
響
は
な
い
と
思
わ
れ
る

生
態
系
へ
の
大
き
な
影
響
は
な
い
と
思
わ
れ
る

ナ
ラ
枯
れ
、
そ
の
後
の
対
策
に
つ
い
て

ナ
ラ
枯
れ
、
そ
の
後
の
対
策
に
つ
い
て

都道沿いのナラ枯れ
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一
般
質
問

問　

災
害
時
に
お
け
る
観
光
客
へ
の
対

応
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

防
災
無
線
等
に
よ
る
周
知
を
行
う

と
と
も
に
、
可
能
な
限
り
避
難
所
で
の

受
入
れ
を
行
う
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
。

問　

国
内
の
外
国
人
観
光
客
に
関
し
て

は
増
加
傾
向
と
の
こ
と
。
多
言
語
化
、

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
表
示
の
標
識
設
置
、
外

国
人
用
の
避
難
誘
導
や
防
災
マ
ッ
プ
の

作
成
、設
置
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

檜
原
村
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
で
は
、

そ
れ
ら
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
評
価
指
標
）
が
明

示
さ
れ
て
い
る
。
進
捗
状
況
は
。

答　

各
避
難
所
周
辺
の
電
柱
を
利
用

し
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
及
び
英
語
表
記
も

記
載
し
た
避
難
場
所
を
案
内
す
る
看
板

を
設
置
し
て
い
る
。
防
災
マ
ッ
プ
の
多

言
語
化
に
は
着
手
で
き
て
い
な
い
の

で
、
50
％
程
度
の
進
捗
と
考
え
る
。

問　

兵
庫
県
淡
路
市
が
地
元
の
商
工
会

や
観
光
協
会
と
連
携
し
、
観
光
危
機
管

理
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
観
光
立
村

を
う
た
う
当
村
で
あ
る
。
こ
の
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
で
観
光
客
に
安
心
し
て

観
光
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
、
行
政
と

観
光
協
会
、
そ
し
て
飲
食
店
、
宿
泊
施

設
等
の
観
光
事
業
者
の
連
携
が
進
む
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
村
の
所
感

は
。

答　

ま
ず
は
役
場
内
で
危
機
意
識
を
共

有
し
、
観
光
協
会
等
の
関
係
機
関
を
交

え
た
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問　

令
和
７
年
３
月
28
日
に
株
式
会
社

さ
と
ゆ
め
と
「
地
域
活
性
化
起
業
人
の

派
遣
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
。
同
４

月
１
日
よ
り
社
員
１
名
が
企
画
財
政
課

む
ら
づ
く
り
推
進
係
に
着
任
し
た
。
進

捗
状
況
は
い
か
が
か
。

答　

現
在
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
開
拓
に

注
力
し
て
い
る
が
、
並
行
し
て
、
本
定

例
会
の
補
正
予
算
に
お
い
て
、空
き
家
、

古
民
家
を
宿
泊
施
設
な
ど
に
利
活
用
す

る
こ
と
を
含
め
た
空
き
家
活
用
計
画
の

策
定
に
向
け
、
予
算
計
上
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
開
拓
の
進
捗
と
成

果
は
。

答　

返
礼
品
数
は
令
和
６
年
度
の
株

式
会
社
さ
と
ゆ
め
の
業
務
着
手
前
が

41
件
、
令
和
６
年
度
末
に
は
90
件
、

１
１
９
．
５
％
の
増
加
。
納
税
状
況
は

令
和
５
年
度
が
２
７
５
万
１
，
０
０
０

円
、
令
和
６
年
度
が
５
０
８
万
５
，
０�

０
０
円
、
令
和
７
年
度
に
つ
い
て
は
、

令
和
７
年
７
月
ま
で
が
４
３
３
万
４
，

０
０
０
円
と
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。

引
き
続
き
伴
走
型
支
援
を
い
た
だ
き
、

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
拡
充
、移
住
・

定
住
計
画
の
策
定
を
見
据
え
、
様
々
な

形
で
村
の
事
業
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
期
待
し
て
い
る
。

問　

社
員
の
任
期
は
残
す
と
こ
ろ
あ
と

半
年
ほ
ど
。
協
定
を
更
新
し
て
続
投
す

る
意
向
が
あ
る
か
。

答　

協
定
期
間
は
令
和
７
年
４
月
１
日

か
ら
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
だ
が
、
協

定
書
上
は
両
者
協
議
の
上
、
最
長
３
年
ま

で
延
長
が
で
き
る
と
の
規
定
に
な
っ
て
い

る
。
村
の
意
向

と
し
て
は
、
３

年
間
派
遣
し
て

い
た
だ
け
る
よ

う
先
方
と
協
議

し
て
い
き
た
い
。

安全安心な檜原村を目指し安全安心な檜原村を目指し
関係機関を交えて検討したい関係機関を交えて検討したい

国土強靱化地域計画と国土強靱化地域計画と
災害時における観光客災害時における観光客
対応について対応について

嶋﨑　佐有理　議員嶋﨑　佐有理　議員

動画はこちらから

伴
走
型
支
援
で
村
の
事
業
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
期
待

伴
走
型
支
援
で
村
の
事
業
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
期
待

移
住
・
定
住
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
の

移
住
・
定
住
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
の

��

進
捗
に
つ
い
て

進
捗
に
つ
い
て

避難所ピクトグラム

村と株式会社さとゆめの協定締結
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一
般
質
問

問　

今
年
度
の
住
民
対
話
集
会
、
各
種

団
体
対
話
集
会
に
つ
い
て
、
決
ま
っ
て

い
る
こ
と
は
。

答　

３
テ
ー
マ
に
絞
っ
て
行
う
。
９
月

17
日
午
後
３
時
か
ら
「
福
祉
」、
同
17

日
午
後
７
時
か
ら
「
産
業
」
と
「
観
光
」、

27
日
10
時
か
ら
「
子
育
て
」
と
「
教

育
」
に
つ
い
て
対
話
集
会
を
予
定
し
て

い
る
。
各
種
団
体
対
話
集
会
は
９
月
18

日
、
19
日
の
２
日
間
、
事
前
予
約
制
で

役
場
に
お
い
て
実
施
す
る
。

問　

今
年
度
は
地
域
ご
と
の
対
話
集
会

は
行
わ
な
い
の
か
。

答　

地
域
ご
と
の
対
話
集
会
は
隔
年
実

施
で
も
よ
い
の
で
は
と
内
部
で
検
討

し
、今
年
度
は
地
域
ご
と
で
は
行
わ
ず
、

テ
ー
マ
を
３
つ
に
絞
っ
て
開
催
す
る
予

定
。

問　

村
の
国
立
公
園
の
指
定
区
域
に
つ

い
て
、
よ
り
広
範
囲
を
開
発
規
制
の
強

い
特
別
地
域
に
含
め
る
よ
う
調
査
や
研

究
、
検
討
を
行
う
べ
き
で
は
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

答　

ま
ず
は
国
、
都
な
ど
の
関
係
機
関

を
含
め
、
特
別
地
域
指
定
の
必
要
性
に

つ
い
て
検
討
を
行
う
。

問　

特
別
地
域
指
定
の
必
要
性
の
検
討

は
速
や
か
に
着
手
さ
れ
る
と
考
え
て
よ

い
か
。

答　

特
別
地
域
指
定
の
必
要
性
の
検
討

は
、
ま
ず
は
国
、
都
な
ど
の
関
係
機
関

へ
の
意
見
聴
取
を
担
当
課
に
お
い
て
早

急
に
進
め
る
。

問　

移
住
・
定
住
の
問
合
せ
を
頂
い
た

方
や
移
住
体
験
住
宅
を
利
用
さ
れ
た
方

に
、
空
き
家
や
村
営
・
公
営
住
宅
、
移

住
体
験
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
情
報
を
流

す
仕
組
み
は
い
か
が
か
。

答　

問
合
せ
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
今
後
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
、
移
住
体
験
住
指
定
管
理
者
と

内
容
を
検
討
す
る
。

問　

今
後
、
村
が
買
い
取
っ
た
空
き
家

や
空
き
地
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い

く
の
か
。

答　

出
畑
地
区
で
今
後
、
設
計
を
行
う

予
定
。
木
造
高
層
住
宅
は
現
在
、
担
当

課
で
関
係
機
関
と
協
議
し
て
お
り
、
土

地
の
取
得
な
ど
一
定
の
条
件
が
整
え
ば

建
設
に
向
け
た
具
体
的
な
計
画
を
し
た

い
。

問　

操
法
大
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答　

消
防
団
の
中
で
も
様
々
な
意
見
が

出
さ
れ
、
検
討
し
て
い
る
と
伺
う
。
今

後
、
団
と
し
て
集
約
さ
れ
た
方
向
性
が

示
さ
れ
れ
ば
、
村
と
し
て
も
そ
れ
を
尊

重
す
る
。

問　

国
や
都
の
動
向
の
把
握
、
各
種
訓

練
、
操
法
大
会
に
つ
い
て
の
検
討
、
模

索
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
か
。

答　

こ
れ
ま
で
も
総
務
省
で
の
検
討
状

況
等
を
逐
一
収
集
し
て
い
る
。

問　

今
後
、
村
は
ど
の
よ
う
に
向
き

合
っ
て
い
く
の
か
。

答　

ま
ず
は
消
防
団
と
し
て
ど
う
し
た

い
か
の
考
え
を
踏
ま
え
て
判
断
を
し
た

い
。
今
後
も
共
に
検
討
し
、
連
携
し
て

い
く
。

住民対話集会は住民対話集会は
３テーマに絞って行う３テーマに絞って行う

開かれた村政の開かれた村政の
実現について実現について

松岡　賢二　議員松岡　賢二　議員

動画はこちらから

国
立
公
園
の
特
別
地
域
指
定
の

国
立
公
園
の
特
別
地
域
指
定
の

��

必
要
性
の
検
討
を
早
急
に
進
め
る

必
要
性
の
検
討
を
早
急
に
進
め
る

消
防
団
の
考
え
を
踏
ま
え
、
今
後
も

消
防
団
の
考
え
を
踏
ま
え
、
今
後
も

��

共
に
検
討
し
、
連
携
し
て
い
く

共
に
検
討
し
、
連
携
し
て
い
く

移
住
・
定
住
の
問
合
せ
後
の

移
住
・
定
住
の
問
合
せ
後
の

フ
ォ
ロ
ー
を
検
討
、
木
造
高
層
住
宅
は

フ
ォ
ロ
ー
を
検
討
、
木
造
高
層
住
宅
は

条
件
が
整
え
ば
計
画
し
た
い

条
件
が
整
え
ば
計
画
し
た
い

村
の
環
境
を
守
る
政
策
に
つ
い
て

村
の
環
境
を
守
る
政
策
に
つ
い
て

消
防
団
の
操
法
大
会
の
在
り

消
防
団
の
操
法
大
会
の
在
り

方
に
つ
い
て

方
に
つ
い
て

檜
原
村
の
人
口
目
標
と

檜
原
村
の
人
口
目
標
と

住
宅
政
策
に
つ
い
て

住
宅
政
策
に
つ
い
て
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一
般
質
問

問　

９
月
に
入
っ
た
と
い
う
の
に
毎
日

暑
い
日
が
続
い
て
い
る
。
東
京
で
は

35
℃
超
え
の
猛
暑
日
が
年
間
最
多
日
数

を
記
録
し
た
。
檜
原
村
に
お
い
て
も
今

年
の
夏
は
異
常
な
暑
さ
と
な
っ
て
い

る
。
単
身
や
夫
婦
二
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
が
多
い
村
に
於
い
て
は
、
熱
中
症
な

ど
に
よ
る
健
康
面
が
大
変
危
惧
さ
れ

る
。
そ
こ
で
村
長
に
伺
う
。

村
で
は
住
民
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
暑

さ
対
策
及
び
指
導
を
行
っ
て
い
る
か
。

答　

防
災
無
線
、
広
報
ひ
の
は
ら
、
高

齢
者
の
集
ま
り
等
の
場
で
周
知
を
行
っ

て
い
る
。

問　

広
報
ひ
の
は
ら
で
は
、
７
月
号
、

８
月
号
に
熱
中
症
に
関
す
る
記
述
が

載
っ
て
い
る
が
、
少
し
イ
ン
パ
ク
ト
が

弱
い
よ
う
に
感
じ
る
。

答　

広
報
誌
に
よ
る
周
知
に
つ
い
て
も

内
容
を
再
確
認
し
対
応
す
る
。

問　

高
齢
者
世
帯
に
、
エ
ア
コ
ン
の
購

入
、
設
置
補
助
制
度
の
創
設
は
で
き
な

い
か
。

答　

東
京
都
で
実
施
し
て
い
る
ゼ
ロ
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
が
あ
る
。
省
エ
ネ
性

能
の
高
い
エ
ア
コ
ン
に
買
換
え
や
新
規

購
入
で
８
万
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ

る
。
こ
の
事
業
に
登
録
し
て
い
る
村
内

事
業
者
も
あ
る
の
で
、
ま
ず
は
東
京
都

の
事
業
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
９
月

か
ら
使
用
で
き
る
檜
原
村
物
価
高
騰
対

策
事
業
の
檜
原
村
地
域
振
興
券
と
合
わ

せ
て
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

上
川
乗
地
区
上
流
で
発
生
し
た
土

砂
災
害
は
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
。
ま
た

い
つ
都
道
が
通
行
止
め
に
な
る
と
も
限

ら
な
い
。
林
道
の
必
要
性
、
重
要
性
を

強
く
感
じ
る
次
第
で
あ
る
。
そ
こ
で
村

長
に
伺
う
。

①
入
間
白
岩
林
道
は
、
数
馬
地
内
の
２

か
所
で
大
き
く
路
面
が
沈
下
し
、
距
離

も
日
に
日
に
伸
び
て
い
る
感
が
あ
る
。

補
修
の
目
途
は
た
っ
て
い
る
の
か
。

②
新
規
も
含
め
、
林
道
整
備
計
画
を
考

え
て
い
る
か
。

答　

①
路
面
沈
下
の
場
所
に
つ
い
て
は

把
握
し
て
い
る
。
東
京
都
へ
申
し
入
れ

た
と
こ
ろ
、
令
和
７
年
度
に
測
量
設
計

を
行
い
、
令
和
８
年
度
に
補
修
工
事
を

行
う
計
画
と
聞
い
て
い
る
。

②
林
道
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
檜
原

村
森
づ
く
り
推
進
協
議
会
を
今
年
度
開

催
し
、
新
規
林
道
の
開
設
も
含
め
協
議

し
て
い
く
。

問　

①
立
山
林
道
の
開
設
工
事
完
了
は

い
つ
頃
に
な
る
か
。

②
村
に
は
、
開
設
工
事
が
ス
ト
ッ
プ
し

た
林
道
が
複
数
路
線
あ
る
が
、
そ
の
場

所
と
ス
ト
ッ
プ
し
た
理
由
を
示
さ
れ
よ
。

答　

①
令
和
24
年
度
完
成
を
目
指
し
て

い
る
。

②
現
段
階
で
開
設
工
事
を
中
断
し
て
い

る
林
道
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
以

前
開
設
工
事
を
行
っ
て
い
た
が
、
土
地

所
有
者
の
承
諾
関
係
な
ど
に
よ
り
中
止

し
た
経
緯
が
あ
る
。
今
後
地
域
か
ら
の

要
望
や
檜
原
村
森
づ
く
り
推
進
協
議
会

に
お
い
て
、
中
止
し
て
い
る
林
道
の
延

長
も
含
め
協
議
し
、
林
道
整
備
を
進
め

て
い
く
。

住民の声を伺い住民の声を伺い
対応していく対応していく

暑さ（猛暑）対策に暑さ（猛暑）対策に
ついてついて

中村　賢次　議員中村　賢次　議員

動画はこちらから

立
山
林
道
の
完
成
予
定
は
令
和

立
山
林
道
の
完
成
予
定
は
令
和
2424
年
度
！

年
度
！

林
道
整
備
に
つ
い
て

林
道
整
備
に
つ
い
て

工事が進んでいる立山林道
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委 員 長　　嶋﨑　佐有理

副委員長　　松岡　賢二

委 員　　田中　惣一

委 員　　青木　亮輔

　長く暑い夏でしたが、お彼岸の頃から急に涼し

くなり、この議会だよりが出る頃には冬の足音が

近付いているでしょうか？季節が目まぐるしく変

わる中、世界の、日本の情勢も変わります。米中

対立、政権を巡る駆け引き…その中にあって檜原

村はどうあるべきか。冬の時代を超え、暖かな春

を迎えるために何をするべきか。私達議員が考え

なければいけない。そして村の皆さんにもお知恵

をお借りしたい。そんなことを秋の夜長に感じて

います。� （松岡）

ひのはら議会だよりは
こちらからも

ご覧いただけます。

編集後記

議会だよりに
「声声」をお寄せください

お気軽にご意見・

ご要望をお聞かせください。

議会だより編集委員会へ
TEL ５９８－１１２８
FAX ５９８－１００９

Email:gikai@vill.hinohara.tokyo.jp

檜原村議会の動画を

ご覧ください

檜原村議会映像
インターネット配信ページは

こちらから↓

　議会のみえる化を推進し、より開かれた議会
運営を行うため、定例会の録画映像のインター
ネット配信を行っています。議場での審議の様
子をぜひご覧ください！
　檜原村のホームページ内の議会ページ内に専
用サイトへのリンクからご覧いただけます。

詳しくは議会事務局までお問い合わせください。
◎問い合わせ先　議会事務局　598-1128

スマホやパソコンでご覧いただけますので、

ぜひ一度検索してみてください！

檜原村議会　　動画
議会を傍聴しませんか

傍聴される方は、議会事務局入口で「議会傍聴届」に
必要事項を記入していただいた後、「議会傍聴券」を
お持ちになり議場へ入場してください。

お問い合わせは議会事務局へ
電話　０４２-５９８-１１２８

１２月議会のお知らせ（予定）
・議会運営委員会 １１月１９日（水）

・定例会初日

　（一般質問）
１１月２８日（金）

・常任委員会
１２月 ２日（火）

１２月 ３日（水）

・定例会最終日 １２月１０日（水）
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